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ま え カf き

第1次5カ年計画期の後半，とくに1964年以降，韓国の経済開発はようやく軌道に乗ってきた

観がある。顕著な経済成長がこれを示してL、る。緯国が数少fi_v、先発抵開発国の一見として，に

わかに注目a:浴びてきたゆえんである。しかし韓間経済が膨大な外国機助と外資に支えられ，軍

事費の財政庄迫が大きしベトナム・国連箪関係の特需が経済活動の大きな刺激要因になってい

ること，さ「1に生産構造の「近代fじjカ：主だおくれてL、ることなどは，韓国経済開発の過渡期性

を示している。

われわれはさき仁〔本誌第8:t会第7号＝昭和信年7JJ），こう Lた韓国経済の発展と停滞の諸契機

を明らかにする観点から，韓国経済の現状分析の一環として，主として農業生産構造の検討を行

fょった。おなじ問題関Jむから， 三こにふだたび， を中心とした韓間経済の諸側面について検

討することとした。これについご、本号ーでは四っしり調査論文、三つの資料的分析およびこっの現

地調査報告によって検討されてヤる。各報告の概要はおよそつぎのとおりである。

植民地統治下における朝鮮農業の震調 その構造的奇形化を中心として一本稿では，日本資

本主義の植民地統治下における地主的土地所有制の擁立過程と，そのもとで行なわれた米を中心

とする農業生産の展開過程の特区ο解明がその主題をなしているc すtr‘わち， 「土地調査事業！

を契機とする「近代的土地所有制」の確立によって，土地集中・大土地所有がすすみ，植民地的

地主小作関係がっくり出されたコここでは慣行的な高額現物小作料と耕作権の不安定性および小

作農家の長造業経営ι対する地主の高度の支配・指導によって特徴づけられる，特異の地主／！、作関

係が成立した。日本資本主義にとって，植民地朝鮮の経済的役割は，この主体的条件の変化によ

っーて必ずしも一定ではなかっk，い昭和恐i荒後の一時期を除いて，朝鮮は台湾とともに日本内地

の食糧供給基地として重要な地位を占めた。かくて，水利事業，品種改良，施肥その他の農事改

良による米♂）噌産政策を中核にし／こ総督if'.f成政は，日本人地主による i農事経営jの推進に積極

的役割を果たし，これによって朝鮮の農業生産は著しく増大した。他方この過程において，朝鮮

農村における特徴的な高利債の累積， 「千手第麦嶺」や農民の火問民化および脱農・流転化は解消

Ltr.かったばかりか，ある時期；こ（ま激化さえした。本稿はこのような朝鮮農業の情j兄を日本資本

主義の植民地統治の一環として，統一的に把握しようとした。しかし，この意図は十分果たされ

てはいなし、c また，設業生産むつJ{j大を実現した生産条件の整依じ生産構造の植民地的奇形化

が，戦後における韓国農業生産力の展開と停滞にどのような関係をもつかについては，本稿では

ふれられていない。

韓国の水利事業 水回生産力の発展は，水利の安定を基礎条件としている。韓国においては，

その自然条件の特徴から，皐害対策が水干lj事業の主要な内容となっている。近代以後，水手Jj:.業
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Ii:，水利組合併j度のもとで，同宗の財政資金によってすすめられてきた。しかし，これはまだ十

分たものではなく，韓関長支はjヰ期的に早さを宗り，：主業生産の不安定E食糧不足を招き，経済

発肢を阻存する要肉のーっとた｝てレる。このような事実認識から本稿では，韓国における近代

以降の水利事業の発達過程と現状を制度的；二，あるいは実結面で検討し，かつ最近の朴政権の農

業政策の変化ど水利問題との関連をさぐんうとした。

議閣の農業労働力に関する一考察 本稿では民主労働力の構造の分析と農業における過剰就業

およひ£：＇！：村における潜在失業の王子在形態の分析を意図した。工業の開発がまだ著しくたちおくれ

亡し、る梓同では，ますiにおける膨大h労働力の滞留・堆積を余儀なくされている。こうした農村

の過剰労働力・主主過剰就業は電一般に出業生産過科における労働集約化の条件を提供L，それ

はしばしば農業における高t'u'1生産の契機iこなるつしかし，韓国におL、ては，そうした顕著な事実

はみ「Jh iなし：いきおν，出；十、jI二時1立された過剰労働力は， i嘗：｛F的失業人口として存在せざるを

え／； ,, 'c, これi士、韓目出業内1/1］題である以上に，斡11J経済の問題である。本稿は，農業労働力構

造の分析をつうじて，こうした1gJ屈のif,;!t'Jに接j)iLょうと試みたものである。

設産物需給に関する統計的分析 持団における器産物需給の構造的特徴は，民業生産の停滞に

上る国内供給の限界お上びI》L,rno号を1t1心とするた量のア」リカ余剰農産物の輸入にある。両

者山間i二円， tjj_に前？？を後者んミ徳完； φと！、寸た関係にとどまらず，後者が前者を競定文るとい

1問係；j子fl'!:J-る刀＼喝、 1ふれにせ上，料f:t:lにおける膨大な過剰人口の存在は，その農産物需給構

造を規定Iる→要因である＇ ~J白取完的f’t格を t) 'IてL、たと (tL、え，朝鮮は戦前には大量の農産

物司 と（；二米全待出 LC L、たのその絞食地帯であ｝た鮮南に位置寸一る韓国が， A転して大：匿の農

産物輸入同に，＼ J たのは，f(大I；.変化であら。近来韓｜玉iの農産物【ハ；l併合構造はしだL、に改善されつ

つあと）が， このような草本構造は J_tゴ変化するに王γ てし、な，， ＇》

荒 1次 5カ年計額の成果と第 2次 5カ年計醸の問題点 本稿は，芸業を中心に，第1次計雨期

後半かじめだ，－) ＇て好転してさえ梓国経済の現状を， r・，：十［tfiiJとの関連トニ才打、て分析し，あわせて

第三次計両の問題点；こっし、く給付したず？のであるの

韓国における経済開発計商と欽録業の育成 本稿で、は現地調査による韓国経済および鉄鋼業の

現状に問する観察全某礎に、鉄j科業の現状分析ξ，野心的な鉄鍛業建設計両とその問題点につし、

て検討されてL、るの

務匿農業の問題点と農漁村開発公社の設立 本稿では，農業開発に推進的役割を期待されてし、

る「開発公社｜の設立とそれをめぐる諸問題についての検討がなされているO

（笹本武治〉
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